
研究概要と進捗状況（中間の2024年度時点）

定量的な理解が遅れている北極エアロゾルの動態を明らかにし、その放射・気候影響を評価するた
めに、先端的なエアロゾル観測と数値モデル計算を融合した研究を実施した。

環境政策等への貢献
• 本研究で構築する「COSMOSを基準とした北極BC長期データ」は、国際的に確立が求められている。

北極BCの時空間変動の解明に加え、世界の気候モデルの計算・改良に貢献し、BCの排出規制の有
効性を評価する上でも重要な科学的な基盤となる。

• 本研究で使用する数値モデルは、第７期結合モデル相互比較計画（CMIP7）などの国際的な枠組
みへの参加を予定している。IPCC第７次評価報告書などの科学的知見の基盤となる計算・成果の
創出を通して国際的な気候変動対策・環境政策につながる大きな貢献が期待できる。
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図１：研究内容と進捗状況の概要

図２：北極４観測地点における
BCデータの収集状況と比較期間

図３：ニーオルスンにおける氷晶核粒子（下）と植生
由来エアロゾル（上：緑）の数濃度の季節変動


